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議 事 日 程

令和７年第１回浜中町議会定例会

令和７年３月１２日午前１０時開議

日 程 議 案 番 号 議 件

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 議案第３５号 令和７年度浜中町一般会計予算

日程第 ３ 議案第３６号 令和７年度浜中町国民健康保険特別会計予算

日程第 ４ 議案第３７号 令和７年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算

日程第 ５ 議案第３８号 令和７年度浜中町介護保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第３９号 令和７年度浜中診療所特別会計予算

日程第 ７ 議案第４０号 令和７年度浜中町水道事業会計予算

日程第 ８ 議案第４１号 令和７年度浜中町下水道事業会計予算

日程第 ９

閉会中の継続調査の申し出について

(総務経済常任委員会・社会文教常任委員会・広報公

聴常任委員会・議会運営委員会)
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（開議 午前１０時００分）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

開 議 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 前日に引き続き、会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第１ 会議録署名議員の指名

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、前日同様であります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第２ 議案第３５号 令和７年度浜中町一般会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第２、議案第３５号の質疑を続けます。

第１０款公債費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで交際費の質疑を終わります。

次に、第１１款給与費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで給与費の質疑を終わります。

次に、第１２款予備費の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで予備費の質疑は終わります。

次に、歳入、１０ページの第１款町税の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで町税の質疑を終わります。

次に、第２款地方譲与税の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで地方譲与税の質疑を終わります。

次に、第３款利子割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで利子割交付金の質疑を終わります。

次に、第４款配当割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで配当割交付金の質疑を終わります。
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次に、第５款株式等譲渡所得割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで株式等譲渡所得割交付金の質疑を終わります。

次に、第６款法人事業税交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで法人事業税交付金の質疑を終わります。

次に、第７款地方消費税交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで地方消費税交付金の質疑を終わります。

次に、第８款環境性能割交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで環境性能割交付金の質疑を終わります。

次に、第９款国有提供施設等所在市町村助成交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで国有提供施設等所在市町村助成交付金の質疑を終わります。

次に、第１０款地方特例交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで地方特例交付金の質疑を終わります。

次に、第１１款地方交付税の質疑を行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 普通交付税の関係です。

地財計画の伸び率の説明があったと思います。その伸び率と留保財源額が今どのくらい

あるのか、そして、対前年度比９０００万円の伸びですが、その理由といいますか、伸び

た原因について、あくまでも地財計画ですといえばそれまでだと思いますが、お知らせを

いただきたいです。

次に、その下の特別交付税についてです。

特殊事情があった場合は交付されるということでありますが、２０００万円増えていま

す。この増えた要因についても説明があったと思いますが、併せてお知らせをいただきた

いと思います。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） それでは、予算書の１２ページの地方交付税の関係で１

５ページに普通交付税と特別交付税の関係が記載されていますので、そのご質問にお答え

いたします。

まず、地方交付税自体は、議員がおっしゃりますとおり、年末に国から示される地方財

政計画を参考にしております。それによりますと、令和７年度において、国は交付税の伸

びを１．６％と算出しております。
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本町については、まず、令和６年度の基準額を３４億１０００万円と割り出し、それに

伸び率の１．６％を加算しました。そして、そこから留保財源ということで２．５％を差

し引き、留保財源を８７５０万円としているところです。ですから、９０００万円伸びた

要因としては、地財計画の１．６％の伸びとなります。

次に、特別交付税について令和７年度において２０００万円増額させていただいており

ますが、新年度に地域おこし協力隊を７名採用するわけですが、協力隊に係る費用につい

ては特別交付税で措置される仕組みになっております。ただ、特別交付税については交付

税総額の６％という枠が決まっておりますので、協力隊に係る費用全てが交付税で措置さ

れる確証がなく、その半額程度の２０００万円を歳入では固く見込むという原則から、２

０００万円をオンして２億５０００万円で計上させていただいた次第です。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 留保財源の額は８７５０万円ということで、説明では、前年度と

比べて２．５％ぐらい増と聞いていましたが、それで正しいのか、確認したいと思います。

次に、特別交付税についてです。

歳入を見る上では固くということが原則だということです。ただ、今後、地域おこし協

力隊が年度途中で増えた場合は増額の対象になる、算定の対象経費になると捉えていてよ

ろしいでしょうか、伺います。

○議長（落合俊雄君） 企画財政課長。

○企画財政課長（渡部幸平君） ただいまのご質問にお答えいたします。

まず、普通交付税の留保財源の２．５％については、前年度と同じパーセンテージとな

っております。

次に、特別交付税について、さらに協力隊が増員した場合というご質問です。

特別交付税の調査が１０月ぐらいで、協力隊の費用が予算書に載っているかどうかとい

うような調査が入りまして、その時点で採用が決まっている、予算化されているという場

合においては増額の数値に加算されると捉えております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで地方交付税の質疑を終わります。

次に、第１２款交通安全対策特別交付金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで交通安全対策特別交付金の質疑を終わります。

次に、第１３款分担金及び負担金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで分担金及び負担金の質疑を終わります。

次に、第１４款使用料及び手数料の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（落合俊雄君） これで使用料及び手数料の質疑を終わります。

次に、第１５款国庫支出金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで国庫支出金の質疑は終わります。

次に、第１６款道支出金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで道支出金の質疑を終わります。

次に、第１７款財産収入の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで財産収入の質疑は終わります。

次に、第１８款寄附金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで寄附金の質疑を終わります。

次に、第１９款繰入金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで繰入金の質疑を終わります。

次に、第２０款繰越金の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで繰越金の質疑を終わります。

次に、第２１款諸収入の質疑を行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） ３３ページの受託事業収入の関係で、公社営草地整備事業受託事

業収入についてです。

受益者負担の２５％ということで、５１３６万９０００円の皆増になっていますが、こ

の内容を、そして、事業も含めてお知らせをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 農林課長。

○農林課長（渡邊馨君） ３３ページの公社草地整備事業受託主事業収入についてお答え

します。

まず、事業目的は、安定した農業経営基盤の構築、酪農・畜産経営の体質強化のため、

生産力の低下した既存草地の基盤整備を行い、生産性の拡大、品質の向上を図るものです。

事業内容についてですが、令和７年度から１０年度の４か年事業となっております。

対象面積が５３０ヘクタール、対象人数が３６名となっております。

財源については、先ほどお話がありましたけれども、国が５０％、道が１４％、町が１

１％、そして、受益者負担金が２５％となっております。

○議長（落合俊雄君） ６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） ３５ページの一番下段の健康診査等負担金８８万２０００円につ
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いてです。

前年度までは計上がなかった科目かと思います。これは自己負担分と捉えていいのかな

と思うのですけれども、これは何に係っての道負担金の収入になのか、説明をいただきた

いと思います。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、健康診査等負担金８８万２０００円について答弁

を申し上げます。

この歳入については、歳出のときにもご説明があったのですけれども、後期高齢者を対

象とした７５歳以上の健康診査に係るものであって、この歳出の分は後期高齢者広域連合

から負担金として財源措置されるものです。

特別会計に入っていない理由ですが、健康診査自体が一般会計で見ることになっている

ものですから、財源としての歳入は一般会計で見ます。その後、後期高齢者の特別会計の

ほうに繰り入れ、財源調整をするというような流れになっております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで諸収入の質疑を終わります。

次に、第２２款町債の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで町債の質疑を終わります。

次に、各表の質疑を行います。

第２表債務負担行為の質疑を行います。

６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） 霧多布デジタルテレビ中継局更新工事についてです。

全員協議会の場での説明では、補助対象外で、これに充補される補助要綱はないという

ことでした。さらに申せば、過疎債の起債の対象にもならない事業ということで、地方自

治体が一般財源で措置するしかないということでありました。

多分、私どものまちだけではなく、こういう環境にあって共同アンテナ等を中継局に設

けないと視聴ができない難視聴地域は日本全国にあるのだろうと思うのですが、そうした

ことに向けての財源措置の要望はどういう状況になっているのでしょうか。

例えば、北海道にはどれくらいのそういう地域があって、町村会等の要望事項等に今後

入れるのか、これまでも入っており、要望はしているけれども、なかなか措置がされない

という状況にあるのか、説明をいただければと思います。

○議長（落合俊雄君） 町長。

○町長（齊藤清隆君） ただいまのご質問にお答えします。

テレビ中継局の要望の関係です。

実は、令和５年に北海道町村会として要望しておりますが、結果的には実りませんでし
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た。なお、全国でこういった町村は数多くあります。そのことも含め、今後とも地道な要

望活動をしていきたいと思っておりますし、釧路町村会もそうですが、全道的に積極的に

要望活動をしていくといった統一見解を持っておりますので、ご理解を願います。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで債務負担行為の質疑は終わります。

次に、第３表地方債の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで地方債の質疑を終わります。

これで議案第３５号の質疑は全て終わりました。

これから議案第３５号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３５号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３５号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第３ 議案第３６号 令和７年度浜中町国民健康保険特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第３、議案第３６号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３６号令和７年度浜中町国民健康保険特別会計予算につい

て、提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億４４１万９０００

円と定め、前年度当初より約６％、７０８０万７０００円の減額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げますと、歳出１款総務費は国保事業の運

営及び国保税の賦課徴収などの事務的経費で９９７万１０００円、２款保険給付費は診療

機関に対する給付費や高額療養費、出産育児一時金などで７億１４３６万２０００円、３

款国民健康保険事業費納付金は３億５８５６万３０００円、４款保健事業費は健康づくり

事業、特定健診等に要する経費や医療費適正化特別対策事業に要する経費などで１９０２

万３０００円、５款諸支出金は保険税還付金で１５０万円、６款予備費で１００万円を計

上しております。
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一方、歳入につきましては、１款国民健康保険税は３億６９０万５０００円、２款道支

出金は歳出の保険給付費分の普通交付金と特別交付金分で７億４３１０万３０００円、３

款財産収入は国保財政調整基金の積立利息４０００円、４款繰入金は保険税の軽減分、保

険者支援分、出産育児一時金分及び事務費分などで５４４０万２０００円、５款繰越金１

０００円、６款諸収入４０００円は、いずれも科目設定の計上であります。

なお、本予算につきましては、去る２月２１日開催の令和７年第１回浜中町国民健康保

険運営協議会に諮問し、答申をいただいているところであります。

また、令和７年度の保険税率等の改正につきましては、北海道の標準税率を参考として、

地方税法等の改正と財政状況を見極めながら、所得が確定した後、６月定例会においてご

提案させていただきます。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、令和７年度浜中町国民健康保険特別会計の予算の

補足説明をさせていただきます。

予算書の１ページをお開きください。

議案番号を３６と、提出日を５日と記入願います。

議案第３６号令和７年度浜中町国民健康保険特別会計予算について補足を説明いたしま

す。

令和７年度浜中町国民健康保険特別会計の予算は、第１条で歳入歳出予算の総額を１１

億４４１万９０００円と定めようとするもので、第２項では歳入歳出予算の款項の区分及

び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によるとしております。

２ページの第１表歳入歳出予算及び３ページの歳入歳出予算事項別明細書は説明を省略

させていただき、説明の便宜上、歳出から説明いたします。

８ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費８１７万１０００円は３１９万８０００

円の増で、共同電算化に要する経費７５２万１０００円は、１２節委託料１４４万６００

０円は、北海道国民健康保険団体連合会へのレセプトなどの電算処理委託料、１８節負担

金５９９万８０００円は、国民健康保険事務に係るシステム負担金で、国民健康保険保険

者ネットワーク負担金、北海道クラウド運用負担金など、一般事務に要する経費６４万５

０００円は、８節旅費３６万１０００円は国保各システム操作説明会等の普通旅費、１０

節需用費６万８０００円は国保管理に係る書籍の購入など、基金積立金５０００円は国民

健康保険財政調整基金利子積立金、１０ページの２目国民健康保険団体連合会負担金４９

万９０００円は４万円の減で、１８節負担金、北海道国民健康保険団体連合会負担金とな

ります。

２項徴税費１目賦課徴収費１１４万４０００円は４０００円の減で、保険税賦課徴収事
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務に要する経費は、徴収業務用の公用車燃料費などの経費、納税通知書作成及び郵送料な

ど、３項１目運営協議会費１５万７０００円は４万９０００円の減で、国民健康保険運営

協議会に要する経費は委員報酬及び費用弁償などとなります。

１２ページの２款１項保険給付費１目療養諸費については、北海道参考値を基に算出、

療養給付費６億１０９０万８０００円は３２０６万２０００円の減で、療養費２６４万３

０００円は９万円の減、診療報酬審査に要する経費２１１万５０００円は５万円の増、２

目高額療養費９２４３万６０００円は８９７万８０００円の減で、北海道参考値を基に算

出、高額介護合算療養費１５万円は前年度同額、３目移送費６万円は前年度同額、１４ペ

ージの４目出産育児諸費５００万円は１５０万円の減で、出産育児一時金１件当たり５０

万円の１０件分を見込み計上、５目葬祭諸費３３万円は１２万円の減、６目傷病手当金７

２万円は前年度同額となります。

３款１項１目国民健康保険事業費納付金３億５８５６万３０００円は３０４３万３００

０円の減で、北海道が算定した令和７年度分の医療分、後期分、介護分の事業費納付金と

なります。

４款１項保健事業費１目保健衛生普及費１６６万５０００円は２万４０００円の増で、

健康づくり事業に要する経費は医療費通知、人間ドック健診助成、一般会計繰出金は国保

加入者のインフルエンザ予防接種及び肺炎球菌予防接種経費相当分、１６ページの２目疾

病予防費４９万１０００円は８５万９０００円の減で、疾病予防事業に要する経費は４０

歳未満の若年検診委託料となります。

２項１目特定健診審査等事業費１０７２万６０００円は１３万８０００円の減で、特定

健康診査等に要する経費は特定健診実施等に係る関連費用相当分となります。

３項１目医療費適正化対策事業費６１４万１０００円は１９万４０００円の増で、医療

費適正化特別対策事業に要する経費は医療費適正化対策事業委託料外となります。

１８ページの５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険税還付金１５０万円は、

保険税過誤納還付金及び返還金で前年度同額となります。

６款１項１目予備費１００万円は前年度同額、歳出合計は１１億４４１万９０００円で、

前年度と比較し、７０８０万７０００円の減となります。

２０ページの給与費明細につきましては説明を省略させていただき、次に、歳入の説明

をいたします。

４ページをお開きください。

歳入１款１項１目国民健康保険税は、３億６９０万５０００円は２８６３万６０００円

の減、医療給付費分現年課税分２億４４３万３０００円は２０２４万２０００円の減で、

北海道算定額から示された納付金に保健事業費等を加算、保険者努力支援分などの収入を

減算し、収納率９６％で保険税収納必要額として計上、後期高齢者支援金分現年課税分６

７１８万９０００円は６３８万円の減で、北海道算定額を計上、介護納付金分現年課税分

３００２万５０００円は３５８万６０００円の減で、北海道算定額を計上、医療給付費分



- 10 -

滞納繰越分３５１万１０００円、後期高齢者支援金分滞納繰越分１２０万８０００円、介

護納付金分滞納繰越分５３万９０００円は前年度実績額の８５％で計上となります。

２款道支出金１項道補助金１目保険給付費等交付金７億４３１０万３０００円は４１０

８万８０００円の減、普通交付金７億１３６４万２０００円は４２７０万円の減で、歳出

における保険給付費に対応する交付金、特別交付金保険者努力支援分１１８１万９０００

円は２１１万３０００円の減で、医療費適正化などの取組に対する交付見込み分、特別調

整交付金分２９６万３０００円は１６万７０００円の減で見込み計上、北海道繰入金１２

９９万８０００円は３５６万４０００円の増で、医療費適正化及び収納対策の取組等に伴

う繰入金、特定健康診査等負担金１６８万１０００円は３２万８０００の増で、特定健診

及び詳細健診の費用の法定負担分を計上となります。

３款財産収入１項財産運用収入４０００円は国民健康保険財政調整基金の利子分を計上

となります。

４款繰入金１項１目一般会計繰入金５４４０万２０００円は６２万４０００円の減で、

保険基盤安定繰入金軽減分２４００万７０００円は２０２万円の減で、保険税の７割、５

割、２割の軽減分で北海道から示された算定額を計上、保険基盤安定繰入金保険者支援分

１５８１万７０００円は１３５万７０００円の減で、保険税の軽減対象者に応じた財政支

援分で北海道から示された納付金算定結果に基づいて計上、保険基盤安定繰入金（未就学

児均等割分）１５３万１０００円は１１万６０００円の増で見込み計上、産前産後保険税

繰入金４５万５０００円は２５万３０００円の増で、保険税の軽減見込額を計上、出産育

児一時金繰入金３３３万４０００円は１００万円の減で、北海道から示された納付金算定

結果に基づいて計上、事務費繰入金８９７万４０００円は３１０万円の増で、歳出総務費

などの事務費から国保財政調整基金利子分と北海道の特別調整交付金分を控除した額を見

込み計上したものです。

６ページの５款１項１目繰越金１０００円は前年度同額、前年度剰余金は科目設定とな

ります。

６款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金は前年度同額を科目設定したものです。

２項雑入１目第三者納付金、２目返納金及び３目雑入はいずれも科目設定、受託事業収

入につきましては一般会計へ移管したため、皆減となっております。

歳入合計は１１億４４１万９０００円で、前年度と比較して７０８０万７０００円の減

となります。

以上、議案第３６号の補足説明といたしますので、よろしくご審議いただきますようお

願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３６号の質疑を行います。

歳入歳出一括で行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １５ページの国民健康保険事業納付金３億５８５６万３０００円
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についてです。

毎年聞いているのですが、北海道が市町村ごとの標準保険税率を算定し、その率を参考

に市町村が税率を決定していくという流れだと思います。この納付金の額が対前年度比で

３０４３万３０００円減となっておりますが、その要因についてです。

また、納付金の額に応じた国保税を課すことになるわけですけれども、今年の確定申告

がまだ終わっておりませんが、確定申告が終わった時点で浜中町の国保加入者の所得が確

定します。そして、６月になってから税率を改正するというような運びになるわけです。

現時点で昨年度の国保加入者の所得の状況などはまだはっきりはしていないでしょうけれ

ども、見込みとして３０４３万３０００円が減額なっているということは国保税も下がる

と見込んでよろしいのかどうかを伺っておきたいと思います。

そして、６月にならなくても、既に制度改正があれば、制度改正の内容が出てくるのか

なと思います。例えば、７割、５割、２割の税率についても変わってくるのかなと思うの

ですが、今のところ、制度改正や限度額の改定という情報がないのかどうかを確認します。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、１５ページの納付金の関連の質問についてです。

まず、国民健康保険事業納付金３億５８５６万３０００円については、本年１月中旬に

北海道から最終的に算定結果に基づいて公表された数字であって、令和７年度については

納付金額の変更は年度末までございません。この納付金で１年間となります。

その上で、減った要因についてです。

算定根拠となる基礎数字というのは、かなりのデータに基づいて算定されるのですが、

一番の大きな要因は被保険者数の減です。令和６年度当初で２０５１人の被保険者でした

が、新年度の納付金算定に基づく被保険者数は初めて２０００人を切りました。１９２８

人が納付金算定に基づく被保険者数になりまして、その数が減ったということがあります。

また、昨年１０月に健康保険法の一部改正があって、社会保険の加入義務化の拡充がさ

れまして、事業所数１０１人から５１人以上の事業所へとなり、所得要件や就労時間要件

もありますけれども、ほとんどのパートの方が社保の加入になるという見込みです。その

納付金算定の基礎となる数字に基づき、被保険者数の減ということで納付金が算定されて

おります。それが三千何がしの大きく減額になった理由だと伺っております。

次に、令和７年度の所得割の税率の関係についてです。

３番目の質問から先に回答させていただきたいと思いますが、本年２月７日に国民健康

保険法施行令の一部を改正する政令が公布され、令和７年４月１日から施行される見込み

でして、その内容についてお知らせします。

まず、税率の関係ですが、限度額が変更になります。医療費分で１万円増の６６万円、

これが医療費分の税率の変更となります。そして、後期支援分が２万円の増で２６万円、

介護分は１７万円の据置きで、令和７年度の限度額が３万円増の１０９万円になる見込み

となっております。それから、軽減判定に用いる数字も変わっておりまして、７割軽減は
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据置きになりますが、５割軽減、２割軽減のそれぞれで算定に基づく基準額が変更になり

ます。

これらが本年４月１日に改正される内容となります。

次に、二つ目の質問に戻りますが、５月に昨年の所得が確定し、その後、税率等を決定

することになります。税率、所得割が上がるかどうかは、納付金など、様々な数字を用い

て計算することになります。最終的な税率等が示されておりませんので、お答えすること

はできませんが、いずれにしても、議員から以前にも質問があったとおり、なるべく負担

を強いることがないよう、財政調整基金などを活用し、町民の方に重税感を与えないよう

にするなど、５月の国保の運営協議会に諮りたいと思っております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 詳しく説明をしていただきました。

納付金については、お答えがあったように、もう確定し、変わらないと認識しておりま

す。

減った要因は被保険者の減ということのようです。社会保険加入者が多かったというこ

とで、当然、社保に入りますと国保から抜けるということですから減っていくということ

かと思います。

ちょっと聞き取れなかったので、もう一度お答えをいただきたいのが、税率改正のとこ

ろです。メモをしたいので、すみませんが、よろしく頼みます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） 大変失礼いたしました。ちょっと早口になってしまいました。

税率等の変更点です。

限度額の変更と軽減判定がありますが、一つ目の限度額の変更点について再度ご説明し

たいと思います。

まず、医療費分が現行６５万円から６６万円に１万円が引き上げられます。次に、後期

支援分が現行２４万円から２６万円へと２万円の引上げとなります。介護分は据置きとな

ります。合わせまして現行１０６万円の限度額が１０９万円ということで３万円の増にな

ります。

次に、軽減判定の７割、５割、２割のうち、７割は据置き、５割軽減と２割軽減に基づ

く判定の基準額はそれぞれ変更になり、これが今回の大幅な変更点になります。

○議長（落合俊雄君） ６番田甫哲朗議員。

○６番（田甫哲朗君） ９ページの共同電算化に要する経費のうち、負担金、北海道クラ

ウド運用負担金５５９万７０００円についてです。

対前年度比で３１２万３０００円の増となっております。

産前産後期間中の保険料の減免に係る手続というメモ書きをしており、要は、育児休暇

を取得している方が増えたのかなと勝手に想像するのですけれども、どういうわけで３０

０万円以上の増額になったのか、説明をいただければと思います。
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○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、９ページの共同電算化に要する経費のうち、負担

金、北海道クラウド運用負担金５５９万７０００円の内容についてご説明を申し上げます。

議員から産前産後のお話もありましたが、今回の大幅な増の要因としては、今、国保の

システムとして北海道クラウドを使わせていただいているのですけれども、令和７年度か

らガバメントクラウドというものに移行する予定です。この費用が大幅に増え、ガバメン

トクラウド移行に伴う構築費用分３３５万８０５９円が増の大幅な要因となります。

以前の議会での北海道クラウドとガバメントクラウドのことについてご答弁した経過を

私は見たのですけれども、令和７年度に今使っている北海道クラウドからシステムが本格

的に変わります。

なお、北海道クラウドからガバメントクラウドに移行する一つの理由ですが、まずはラ

ンニングコストが軽減されます。そして、セキュリティーの強化があります。何より、こ

ちらは国が推奨しているシステムとなります。移行する自治体と移行しない自治体はある

と思うのですけれども、国保に関してはガバメントクラウドに移行する自治体が非常に多

いと伺っております。

また、移行に伴う作業が終えた後についてです。

作業量が大幅に変わるものではないのですけれども、よりコストを下げながらクラウド

の運用を図っていきたいということで、それが大幅な要因となります。

○議長（落合俊雄君） １番三上浅雄委員。

○１番（三上浅雄君） １３ページです。

今回、国会でももめにもめ、二転三転して、最終的には高額療養費は現状のまま見送る

ことになりました。

高額療養費の本町での９２４３万６０００円に該当した人は何名いて、一番もめていた

多年度利用といいますか、３回以上になったら負担ということがテレビでもやっていまし

たけれども、そういう方も何名かおられるのでしょうか。

また、私も、１度、高額療養を使ったことはあって、所得割がありましたが、現在、そ

れがどうなっているのか、お伺いします。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） １３ページの高額療養費に関連するご質問です。

まず、本町の高額療養費を使われている方の数についてです。

令和６年度の療養費はまだ確定していないものですから、令和５年度の確定値でご説明

を申し上げますが、人数ではなくて件数ですけれども、令和５年度は４２１件、この分で

４４４０万円ほどとなっております。

次に、二つ目に議員からあった長期といいますか、多数回該当に当たる方がどのぐらい

いるかについてです。

多数回該当の方については、延べ件数でいくと１２９件です。また、長期疾病分という
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ものがあります。というのは、人工透析をやられている方がいて、２日に一遍、３日に一

遍という方がいらっしゃるからで、それで分けているのですけれども、５年度末時点でそ

ういった方が４人いらっしゃいます。

高額療養費全体で申し上げますと、令和５年度は約７２０８万８４６円ということで、

高額療養費全体の給付費に対する療養費の割合は依然高い状態にあります。

ただ、多数回該当の直近１２か月以内に４回高額療養費を当たる場合は軽減されます。

段階的に所得割でそれぞれの自己負担額の上限額が定められているのですが、平均で申し

上げますと、５万７６００円から８万１００円でして、町民の方はこのどちらかに該当す

るのかなと思います。低所得者に関してはまだ低いのですけれども、一般的には自己負担

額が上限額となっております。

報道等であったとおり、また、先週、私は、５番議員に対し、高額療養費、多数該当だ

けは見送られたという回答をしたのですが、先週の参議院の予算委員会で最終的には定率

改正も見送るということで、全面的に見送ることになりました。

なお、秋口には新たな定率が示されるとは思うのですが、今のところ、今年度は高額療

養費の引上げがないと原課では捉えております。

○議長（落合俊雄君） １番三上浅雄議員。

○１番（三上浅雄君） 全部を説明していただきましたし、質問をしても、国の決めてい

くことであって、町はそれに従ってやってくということになるのでしょう。１１月頃に定

率について変更があるのかなと思いますけれども、十分に理解しました。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３６号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３６号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３６号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第４ 議案第３７号 令和６年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第４、議案第３７号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。
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町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３７号令和７年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて、提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ８８５８万２０００円と

定め、前年度当初より約５．７％、４８０万６０００円の増額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げます。

歳出につきましては、１款総務費では、一般事務に要する経費などで１１９万２０００

円、２款後期高齢者医療広域連合納付金は歳入の保険料及び広域連合職員の人件費などの

市町村負担金で８７２９万円を計上するものとなります。

一方、歳入につきましては、１款後期高齢者医療保険料では６３４８万６０００円で、

内訳は、現年度特別徴収保険料３６５４万２０００円、現年度普通徴収保険料２６６８万

円、滞納繰越分普通徴収保険料２６万４０００円、２款繰入金は２５０９万２０００円で、

内訳は、保険基盤安定繰入金で１９３５万７０００円、事務費繰入金で５７３万５０００

円、３款繰越金１０００円、４款諸収入３０００円は、いずれも科目設定による計上であ

ります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、令和７年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算の

補足説明を申し上げます。

まず、予算書の２１ページをお開きください。

議案番号を３７と、提出日を５日と記入願います。

議案第３７号令和７年度浜中町後期高齢者医療特別会計予算について補足説明いたしま

す。

令和７年度浜中町後期高齢者医療特別会計の予算は、第１条で歳入歳出予算の総額を８

８５８万２０００円と定めようとするもので、第２項では歳入歳出予算の款項の区分及び

当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によるとしております。

２２ページの第１表歳入歳出予算と２３ページの歳入歳出予算事項別明細書につきまし

ては説明を省略させていただき、説明の便宜上、歳出から説明いたします。

２６ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費３８万５０００円は１１万５０００円の

減で、一般事務に要する経費は会議出張旅費など、２項１目徴収費８０万７０００円は５

万７０００円の増で、保険料賦課徴収事務に要する経費は納付書、保険料決定通知書の作

成、郵送費用などです。

２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金８７２９万円は４８６万４０００円の増で、

北海道後期高齢者医療広域連合負担金として、広域連合の概算に基づき事務費負担分と保
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険料負担分、保険料軽減に係る保険基盤安定分を計上しております。

３款１項１目予備費１０万円は前年度同額です。

２８ページの歳出合計は８８５８万２０００円で、前年度と比較して４８０万６０００

の増となります。

次に、歳入の説明をいたします。

２４ページをお開きください。

歳入１款１項後期高齢者医療保険料１目特別徴収保険料３６５４万２０００円は８５万

２０００円の増、現年度分特別徴収保険料は、北海道後期高齢者医療広域連合の通知に基

づき、特別徴収分の概算保険料を見込み計上、２目普通徴収保険料２６９４万４０００円

は３９２万２０００円の増、現年度分普通徴収保険料２６６８万円は保険料見込額に収納

率９８％の計上、滞納繰越分普通徴収保険料２６万４０００円は滞納繰越見込額に収納率

５０％で計上しております。

２款繰入金１項一般会計繰入金１目保険基盤安定繰入金１９３５万７０００円は８７万

円の減で、保険料軽減分として一般会計からの繰入金を計上、２目事務費繰入金５７３万

５０００円は９０万２０００円の増で、事務費繰入金は北海道後期高齢者医療広域連合が

示す事務費の市町村負担分と歳出の事務費経費に係る繰入金を計上しております。

３款１項１目繰越金１０００円は前年度剰余金で科目設定しております。

４款諸収入１項雑入２項償還金及び還付加算金は、いずれも前年度同額で科目設定です。

歳入合計は８８５８万２０００円で、前年度と比較して４８０万６０００の増となりま

す。

以上、議案第３７号の補足説明といたしますので、よろしくご審議いただきますようお

願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３７号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 介護保険制度全般に関わってお伺いします。

この仕組みについては、７５歳以上の方と６５歳から７４歳で一定の障がいのある方が

加入できる制度であり、２年ごとに保険料が変わるということですが、令和７年度の保険

料は６年度と全く同じと考えてよろしいのでしょうか。

参考までに言いますと、均等割額は年間５万２９５３円、所得割率は年間１１．７９％、

賦課限度額は年間で８０万円です。それから、均等割の軽減は２割、５割、７割とありま

して、基準額４３万円を基に、２割軽減については５４万５０００円の世帯の被保険者数、

５割についても基準割４３万円と２９万５０００円掛ける世帯の被保険者数、７割につい

ては基準額４３万円以下の世帯、このような区分で算定されると思いますが、これでよろ

しいかどうか、確認の意味で質問をさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。
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○保険課長（久野義仁君） それでは、後期高齢者医療に関し、税率と保険料率の説明を

いたします。

議員から詳しく均等割と所得割をお伝えしていただきましたが、その数字で間違いあり

ません。

ただ、一部、所得の８０万円というところです。前年度の年金所得が８０万円で、介護

保険料もそうですけれども、基準が８０万円を超えて８０万９０００円になりました。介

護保険も後期もそうですが、所得判定に用いる８０万円という基準を８０万９０００円に

今後改正する予定となっております。これは４月以降になります。

条例等の改正等の提案はありませんが、保険料率を算定する際の８０万円は、今後、８

０万９０００円に改正される見込みだということです。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３７号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３７号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３７号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第５ 議案第３８号 令和７年度浜中町介護保険特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第５、議案第３８号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３８号令和７年度浜中町介護保険特別会計予算について、

提案の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ５億１０４５万４０００

円と定め、前年度当初より約０．７％、３７５万６０００円の増額となります。

予算の内容につきまして、主なものを申し上げます。

歳出につきましては、１款総務費は介護保険推進に要する経費などで６７０万５０００

円、２款保険給付費は居宅介護サービス等給付に要する経費１億４１９８万３０００円、

施設介護サービス給付に要する経費２億１４６２万円などで４億６０９２万９０００円、
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３款地域支援事業費は介護予防生活支援サービス事業に要する経費１１２０万４０００円

などで４２２４万８０００円、４款基金費は２万２０００円、５款諸支出金は５万円、６

款予備費は５０万円を計上しております。

一方、歳入につきましては、１款介護保険料第１号被保険者介護保険料１億９８８万２

０００円、２款国庫支出金は、１項国庫負担金、介護給付費負担金７８３９万４０００円、

２項国庫補助金、調整交付金２３０４万６０００円などで１億１７０７万２０００円、３

款道支出金は、１項道負担金、介護給付費負担金７１４０万７０００円などで７８７０万

５０００円、４款財産収入は利子及び配当金で１万１０００円、５款支払基金交付金は介

護給付費交付金及び地域支援事業交付金で１億２７７８万２０００円、６款繰入金は介護

給付費繰入金、地域支援事業費繰入金、その他事務費繰入金及び低所得者保険料軽減繰入

金で７６９９万６０００円、７款繰越金１０００円及び８款諸収入５０００円は、いずれ

も科目設定での計上であります。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては保険課長より説明させます

ので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） それでは、令和７年度浜中町介護保険特別会計予算の補足説

明をいたします。

まず、予算書の３０ページをお開きください。

議案番号を３８と、提出日を５日と記入願います。

議案第３８号令和７年度浜中町介護保険特別会計予算について補足説明申し上げます。

令和７年度浜中町の介護保険特別会計の予算は、第１条歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ５億１０４５万４０００円と定めようとするもので、第２項歳入歳出予算の款項

の区分及び当該区分ごとの金額は第１表歳入歳出予算によるとしております。

次の３１ページ、３２ページの第１表歳入歳出予算及び３３ページ、３４ページの歳入

歳出予算事項別明細書につきましては説明を省略させていただき、説明の便宜上、歳出よ

りご説明申し上げます。

３９ページをお開きください。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費６１８万２０００円は３４９万４０００

円の増、介護保険推進に要する経費４９２万７０００円は３４６万３０００円の増、１１

節役務費の手数料で主治医意見書作成手数料外１１７万７０００円、１２節委託料の介護

保険事業計画策定委託料２７３万５０００円、介護認定審査会に要する経費１２５万５０

００円は３万１０００円の増、４１ページの２項１目賦課徴収費５５２万３０００円は３

万７０００円の増、介護保険料賦課徴収に要する経費は前年度同額です。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１億４５５６万３

０００円は前年度同額、居宅介護サービス等給付に要する経費１億４１９８万３０００円、

居宅介護住宅改修に要する経費２８８万円、居宅介護福祉用具購入に要する経費７０万円、
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４３ページの２目地域密着型介護サービス給付費４２８７万１０００円は１７３万６００

０円の増、３目施設介護サービス給付費２億１４６２万円は４１６万７０００円の減、４

目居宅介護サービス計画給付費１７４１万円は４３万４０００円の増、５目審査支払手数

料３１万１０００円は前年度同額、２項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費１

３０１万７０００円は前年度同額、２目高額医療合算介護サービス等費２００万円は４０

万円の減、４５ページの３項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費

２５１３万７０００円は８８万３０００円の減です。

３款地域支援事業費１項１目介護予防事業費１１３万８０００円は８７万円の減、４７

ページの２目介護予防・生活支援サービス事業費１１２０万４０００円は１万４０００円

の減、介護予防・生活支援サービス事業に要する経費の１２節委託料の配食サービス事業

委託料５７７万８０００円外、２項包括的支援事業・任意事業費１目包括的支援事業費２

３７９万４０００円は４４９万円の増、包括的支援事業に要する経費で、地域包括支援セ

ンター職員３名分の人件費外、４９ページの２目任意事業費６１１万２０００円は１１万

２０００円の減、任意事業に要する経費では、５１ページの１２節委託料の配食サービス

事業委託料５７７万８０００円外です。

４款基金費１項介護保険基金費１目介護保険給付費準備基金費２万２０００円は１万１

０００円の増です。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金５万円は前年

度同額です。

６款１項１目予備費５０万円は前年度同額です。

歳出合計は５億１０４５万４０００円で、前年度と比較して３７５万６０００の増とな

ります。

５３ページから５７ページの給与費明細書については説明を省略させていただき、次に

歳入のご説明を申し上げます。

３５ページをお開きください。

歳入１款１項介護保険料１目第１号被保険者介護保険料１億９８８万２０００円は１９

４万１０００円の増、現年度分第１号被保険者保険料１億９８１万７０００円は歳出２款

保険給付費及び３款地域支援事業費の法定負担額を計上、前年度滞納繰越分６万５０００

円は滞納分で収納率２０％を見込み計上しております。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金７８３９万４０００円は４２万１

０００円の減で、歳出２款保険給付費の法定負担額を計上、２項国庫補助金１目調整交付

金２３０４万６０００円は１６万４０００円の減で、歳出２款保険給付費の法定負担額を

計上、２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）３０８万５０００円

は２２万１０００円の減で、歳出３款１項の介護予防事業費の法定負担額を計上、３目地

域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）１１５１万３

０００円は１６８万５０００円の増で、歳出３款２項の包括的支援事業・任意事業費の法
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定負担額を計上、４目保険者機能強化推進交付金３５万２０００円は２０万８０００の減

で前年度実績額を計上、５目介護保険保険者努力支援交付金６８万２０００円は７万８０

００円の減で、前年度の実績額を計上しております。

３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金７１４０万７０００円は６４万５００

０円の減で法定負担額を計上、２項道負担金１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生

活支援総合事業）１５４万２０００円は１１万１０００の減で法定負担額を計上、２目地

域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）５７５万６０

００円は８４万２０００円の増で法定負担額を計上しております。

４款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金１万１０００円は１万円の増で、介

護保険給付費準備基金利子です。

５款１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１億２４４５万円は８８万６０００円の

減で法定負担額を計上、２目地域支援事業支援交付金３３３万２０００円は２３万９００

０円の減で法定負担額を計上しております。

３７ページの６款繰入金１項一般会計繰入金１目介護給付費繰入金５７６１万６０００

円は４１万円の減で法定負担額を計上、２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支

援総合事業）１５４万２０００円は１１万１０００円の減で法定負担額を計上、３目地域

支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業）５７５万６００

０円は８４万２０００円の増で法定負担額を計上、４目その他繰入金６７０万７０００円

は３５３万２０００円の増で、事務費繰入金は歳出の１款総務費など補助対象外分を計上、

５目低所得者保険料軽減繰入金５３７万５０００円は１６０万２０００円の減で低所得者

の保険料軽減分を計上しております。

７款１項１目繰越金から８款諸収入１項延滞金及び過料２項雑入までにつきましては、

いずれも前年度同額で科目設定です。

歳入合計は５億１０４５万４０００円で、前年度と比較して３７５万６０００円の増と

なります。

以上、議案第３８号の補足説明を申し上げましたので、よろしくご審議くださいますよ

うお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３８号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） ４６ページの介護予防事業に要する経費の委託料についてです。

介護予防事業委託料の１５万４０００円の委託先と予防事業の内容について伺いたいと

思います。

次に、４８ページの介護予防・生活支援サービス事業に要する経費の配食サービス事業

委託料５５７万８０００円の事業の内容についてもご説明願います。

次に、５０ページの包括的支援事業に要する経費の使用料及び賃借料の貸出用品借上料
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ということで８２万円の皆増となっていますが、この内容について伺っておきたいと思い

ます。

次に、歳入の介護保険料の関係です。

この算定について、標準給付見込額、地域支援事業費見込額を基に、第１号被保険者負

担割合２３％に応じ、過去の実績における収入率を勘案した保険料総額を算定するとなっ

ています。第９期、令和６年度から令和８年度の分と聞いておりますが、第５段階では年

額で６万２４００円、月額５２００円ということでよろしいのかどうか、確認をさせてい

ただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 保険課長。

○保険課長（久野義仁君） まず、４６ページの委託料１５万４０００円の内容について

ご説明を申し上げます。

前年度から、介護予防教室ハツラツ倶楽部わっはっは、ほのぼのくらぶでは、それぞれ

の高齢者、対象者に沿ったプログラムを提供しております。これは介護予防に限ったもの

です。その教室や行事で使う機械を第一興商から借り、また、講師も同時に派遣していた

だいております。第一興商が持っているプログラムがあり、講師として来てもらい、それ

ぞれの対象の教室に基づいてやっておりますが、その分の委託先となります。

なお、内容は今言ったとおりで、３種の行事で使っております。

次に、４８ページの配食サービスの関係です。

昨年の決算審査特別委員会でも質疑があり、答弁をさせていただいた経過がありますが、

現在、地域活動支援センターに食事の調理をしていただいて、社協に配達をしていただい

ており、双方に委託料をお支払いしております。

内訳ですが、栄養士の給料、調理員の給与費と共済費等が主な算定の内容となっており

ます。また、配送についても同じで、配送に当たる人件費の負担分を予算計上させていた

だいております。

次に、５０ページの８２万円の貸出用品借上料についてご説明申し上げます。

新年度は、認知症対策として、認知症に関わるフイルムをお借りし、町民向けの上映を

する予定となっております。今、認知症の対象者が町内でも非常に増えております。そこ

で、認知症本人ではなく、認知症の方を見守る家族を対象に、まずは認知症というものを

深く町民に理解していただくことにつながる映画の上映を行います。そのフイルムの貸出

しに伴って１０万４５００円、１回分を考えております。

また、認知症のセルフチェッカーというものを借り上げます。簡易に認知症の検査がで

きる備品がありまして、新年度からはそれを導入します。既に認知症の方は使うことはで

きないのですけれども、高齢になって認知症のおそれがある方や興味のある方に使ってい

ただこうと考えております。例えば、特定健診時にそういったコーナーを設けるなど、様々

なイベントで使っていきたいと思っております。

そういったものを合わせまして、全体で８２万円を予算計上しております。
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次に、介護保険料の関係です。

議員のおっしゃるとおり、介護保険料は令和６年度から令和８年度の保険料率は変わり

ません。議員が言われたとおり、中間の第５段階で年間６万２４００円の月額５２００円

ということで、新年度から介護保険料の改定に伴う委託を２年かけてやります。今回はア

ンケート調査をやって、次は保険料率を決定したいと考えております。

保険料率については現在の介護給付の状況や被保険者数の数の推移を見ながら最終的に

決めていきますが、今、基金の関係もありますので、なるべく保険料を上げないようにと

思っております。また、現在、介護保険の給付が減っている実態があります。そういった

ことも踏まえ、介護保険料をなるべく抑え、これは現役世代もそうですけれども、介護保

険料をなるべく抑制し、介護保険料の料率を決めたいと思っております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３８号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３８号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３８号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第６ 議案第３９号 令和７年度浜中診療所特別会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第６、議案第３９号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第３９号令和７年度浜中診療所特別会計予算について、提案

の理由をご説明申し上げます。

本会計の予算につきましては、予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３５３６万９０００

円に定め、前年度当初より約９．９％、３０２３万３０００円の増額となっております。

予算の内容を申し上げます。

歳出につきましては、１款総務費は浜中診療所管理に要する経費で光熱水費及び施設管

理清掃委託料など２３１８万９０００円、浜中診療所運営に要する経費で医師、看護師等

職員の人件費及び派遣医師への医師謝金など２億６４２５万９０００円、２款医業費は、
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医業に要する経費で医薬材料費及び臨床検査委託料など２８０１万９０００円、入院患者

等寝具に要する経費で消耗品費及び寝具借上料１３１万４０００円、入院患者等給食に要

する経費で消耗品費及び賄材料費など４３７万２０００円、３款公債費は地方債償還元金

１３３９万２０００円、地方債償還利子６２万４０００円を計上しております。

一方、歳入につきましては、１款診療収入は、入院収入で３２８８万円、外来収入５８

３５万８０００円、その他の診療収入３４８万円で９４７１万８０００円、２款使用料及

び手数料は予防接種料などで１８４８万２０００円、３款繰入金は、収支の均衡を図るた

め、一般会計繰入金で２億１４７７万３０００円、６款町債は過疎地域持続的発展特別事

業債で６４０万円を計上しております。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては浜中診療所事務長より説明

させますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） 予算書の５８ページをお開きください。

初めに、議案番号を３９と、提出日を５日と記入願います。

議案第３９号令和７年度浜中診療所特別会計予算について補足説明を申し上げます。

令和７年度浜中診療所特別会計の予算は、第１条歳入歳出予算の総額は３億３５３６万

９０００円に定めようとするもの、第２項では歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額は第１表歳入歳出予算によるものとしております。

第２条では地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は第２表債務負担行為によるものとし、第３条では地方自治法第２３０条第１

項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び

償還の方法は第３表地方債によるものとしております。

５９ページ、６０ページの第１表歳入歳出予算は説明を省略させていただきます。

６１ページの第２表債務負担行為では、浜中町公共施設照明ＬＥＤ化事業、期間を令和

８年度から令和１７年度までとし、限度額を１０５０万円とするものとしております。

第３表地方債、６２ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましては説明を省略させ

ていただき、説明の便宜上、６７ページ歳出よりご説明を申し上げます。

歳出１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２億８７４４万８０００円は前年度比２

１９０万４０００円の増、６８ページの浜中診療所管理に要する経費２３１８万９０００

円は前年度比１１万５０００円の減、１０節需用費は消耗品費や燃料費など１４１０万３

０００円、修繕料８８万６０００円は診療所内装補修及び火災誘導設備補修に係るもの、

１２節委託料は施設管理清掃委託料など７８４万９０００円、浜中診療所運営に要する経

費２億６４２５万９０００円は前年度比２２０１万９０００円の増、１節報酬は会計年度

任用職員報酬として事務職員等１０名分で２０９２万２０００円、２節給与は、医師２名、

一般職１６名、再任用１名のほか、会計年度フルタイムの看護補助員４名分で１億１６５

万３０００円、３節職員手当等は、医師、一般職、再任用及び会計年度フルタイム職員各
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種手当のほか、パートタイム職員の期末勤勉手当など７８０２万４０００円、７２ページ

の１０節需用費は消耗品費や燃料費など６５万７０００円、１３節使用料及び賃借料は事

務用機器借上料やシステム使用料など７５６万５０００円、１８節負担金、補助及び交付

金は退職手当組合負担金など７２４万９０００円です。

７５ページの２款１項１目医業費２８０１万９０００円は７８２万９０００円の増、７

６ページの１０節需用費は消耗品費や印刷製本費など２１６７万８０００円、１２節委託

料は機器等保守管理や感染性廃棄物処理など６０５万２０００円、１７節備品購入費、医

療機器購入２７万１０００円は壁かけ式吸引機の購入、７５ページの２目寝具費１３１万

４０００円は入院患者等寝具に要する経費で前年度同額、３目給食費４３７万２０００円

は入院患者等給食に要する経費で８８万円の増、７８ページの１７節備品購入費、施設用

備品購入９０万円は入院患者栄養管理システム及び厨房食器等消毒保管機の更新に係るも

のです。

７７ページの３款１項公債費１目元金１３３９万２０００円は１６万９０００円の増、

２目利子６２万４０００円は５４万９０００円の減です。

４款１項１目予備費２０万円は科目設定となります。

歳出合計３億３５３６万９０００円で、前年度比３０２３万３０００円の増となります。

７９ページから８４ページの給与費明細書、８５ページ、８６ページの債務負担行為の

支出予定等に関する調書、８７ページの地方債の残高見込みに関する調書は説明を省略さ

せていただきます。

歳入の６３ページにお戻りください。

歳入１款診療収入１項入院収入１目国民健康保険診療報酬収入２７５万円は前年度同

額、２目社会保険診療報酬収入６６万円は１１万円の増、３目後期高齢者診療報酬収入２

６００万円は前年度同額、４目一部負担金収入３２１万円は１３万２０００円の増、５目

その他診療報酬収入２６万円は５０００円の増、２項外来収入１目国民健康保険診療報酬

収入１３６６万５０００円は前年度同額、２目社会保険診療報酬収入１１００万円は１１

８万２０００円の増、３目後期高齢者診療報酬収入２２５０万円は１６１万７０００円の

増、４目一部負担金収入１０８９万３０００円は３０万の増、５目その他診療報酬３０万

円は前年度同額、３項その他の診療収入１目諸検査等収入３４８万円は１５万７０００円

の減です。

２款使用料及び手数料１項１目使用料１７３５万６０００円は５６１万４０００円の増、

６５ページの２項１目手数料１１２万６０００円は２万５０００円の増です。

３款繰入金１項１目一般会計繰入金２億１４７７万３０００円は２１４２万３０００円

の増です。

４款１項１目繰越金１万円は科目設定です。

５款諸収入１項１目雑入９８万６０００円は１万８０００円の減です。

６款１項町債１目総務債６４０万円は前年度同額です。
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歳入合計３億３５３６万９０００円で、３０２３万３０００円の増となります。

以上、補足説明といたしますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げま

す。

○議長（落合俊雄君） これから議案第３９号の質疑を行います。

歳入歳出一括して行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） ７６ページの医業に要する経費のうち、医薬材料費で２１５９万

７０００円についてです。

対前年対度比６４８万８０００円増の要因について伺っておきます。

次に、７８ページの備品購入費、施設用備品購入９０万円について、説明があったので

すが、再度ゆっくり説明してください。

○議長（落合俊雄君） 診療所事務長。

○診療所事務長（中山正教君） ７６ページの医業に要する経費のうち、１０節需用費、

医薬材料費についてご回答を申し上げます。

主立った内容ですが、前年度から増額となっているのは新型コロナウイルスワクチンの

購入費３１０万円程度です。また、帯状疱疹ワクチンで、４５０万円程度の購入となって

おります。そして、感染対策防護服など、医療材料的なものも少々増えております。

次に、７８ページの備品購入費についてですが、早口で申し訳ありませんでした。

まず、入院患者の栄養管理システムですが、診療所にいる管理栄養士が入院患者の給食、

調理に関するカロリーや栄養価を計算するシステムですが、ウインドウズ１０のシステム

停止に伴って、新たなシステムがつくられたため、令和７年度に導入したいと考えており

ます。

また、厨房の食器等消毒保管機で、診療所開設の令和４年度から使用しているもので、

調理員が食器を洗った後に保管機に入れるものです。温風が出て食器を乾燥させ、また、

温度が高いものですから消毒も同時に行えるのですが、先日、乾燥機の風を送るファンの

ベアリング等が壊れまして、業者に確認してもらいました。応急的な処置はしていただき、

現在使えているのですけれども、もう交換するような部品がないということで、令和７年

度に更新させていただきたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第３９号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第３９号を採決します。

お諮りします。



- 26 -

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第３９号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第７ 議案第４０号 令和７年度浜中町水道事業会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第７、議案第４０号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第４０号令和７年度浜中町水道事業会計予算について、提案

の理由をご説明申し上げます。

予算第３条収益的収入及び支出の予算総額は、収入支出それぞれ２億１８７３万７００

０円としております。

収益的収入では、１款水道事業収益１項営業収益は給水収益など１億４４１２万６００

０円、２項営業外収益は、他会計補助金、長期前受金戻入益など、７４６１万１０００円

を計上しております。

収益的支出では、１款水道事業費用１項営業費用２億１０６万５０００円は施設維持管

理費用と人件費など、２項営業外費用１４６７万２０００円は企業債利息と消費税及び地

方消費税など、３項予備費は３００万円を計上しております。

次に、予算第４条資本的収入及び支出ですが、資本的収入では、１款資本的収入１項企

業債は、配水施設耐震化事業に伴う企業債として２４５９万２０００円、２項補助金は５

０２万７０００円、３項工事負担金は４７９万３０００円を計上、資本的支出では、１款

資本的支出１項建設改良費は水道メーター器更新工事、霧多布配水支管耐震化更新工事実

施設計委託業務、防災・安全交付金事業に係る費用便益化算出委託業務などで４６１７万

９０００円、２項企業債償還金は４３０７万９０００円の計上となっております。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５４８４万６０００円は消費税及び地方

消費税資本的調整額２０００万円及び過年度分損益勘定留保資金３４８４万６０００円で

補塡するものとしております。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては上下水道課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 予算書の８８ページをお開きください。

議案番号を４５と、８９ページの提出日を５日と記入してください。

令和７年度浜中町水道事業会計予算について補足説明を申し上げます。

第１条では、令和７年度浜中町の水道事業会計の予算は次に定めるところによるとして
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おります。

第２条は、業務の予定量であり、給水戸数２１６０戸、年間給水量５０万立米、１日平

均給水量１３７０立米で、主な建設改良事業は予算説明資料で後ほど説明させていただき

ます。

第３条では収益的収入及び支出の予定額を定めており、収入第１款水道事業収益２億１

８７３万７０００円、第１項営業収益１億４４１２万６０００円、第２項営業外収益７４

６１万２０００円、支出第１款水道事業費用２億１８７３万７０００円、第１項営業費用

２億１０６万５０００円、第２項営業外費用１４６７万２０００円、第３項予備費３００

万円を計上しております。

第４条では資本的収入及び支出の予定額を定めており、資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額５４８４万６０００円は消費税及び地方消費税資本的収支調整額２０００

万円及び過年度分損益勘定留保資金３４８４万６０００円で補塡するものとし、収入第１

款資本的収入３４４１万２０００円、第１項企業債２４５９万２０００円、第２項補助金

５０２万７０００円、第３項工事負担金４７９万３０００円、支出第１款資本的支出８９

２５万８０００円、第１項建設改良費４６１７万９０００円、第２項企業債償還金４３０

７万９０００円を計上しております。

次に、８９ページをお開きください。

第５条では、災害時における指定避難所など、重要給水施設への給水を目的として実施

している配水施設耐震化事業として、霧多布配水支管耐震化更新工事の実施設計委託業務、

また、この耐震化事業が採択されている防災・安全交付金事業に係る費用便益化算出委託

業務の二つの事業における企業債の限度額を総額２４５９万２０００円に定めようとする

ものであります。

第６条では一時借入金限度額を２４５９万２０００円に定め、第７条では議会の議決を

経なければ流用することができない経費として職員給与費４４５２万７０００円、第８条

では他会計からの補助金、一般会計及び下水道事業からの補助を受ける金額を６３６９万

８０００円とし、第９条ではたな卸資産購入限度額を２０００万円に定めようとするもの

であります。

次に、９１ページをお開きください。

令和７年度予算実施計画の内訳につきましては１０４ページ以降の予算説明資料で説明

させていただきますので、省略させていただきます。

９３ページをお開きください。

令和７年度予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたします。

１の業務活動によるキャッシュ・フロー合計は７２６９万３０００円の増加、２の投資

活動によるキャッシュ・フロー合計は３６３５万９０００円の減少、３の財務活動による

キャッシュ・フローの合計は１８４８万７０００円の減少、全てのキャッシュ・フローの

合計で１７８４万７０００円の増加となり、令和７年度資金期首残高２億１７６４万４０
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００円と合わせ、令和７年度資金期末残高は２億３５４９万１０００円となる見込みです。

次の９４ページから９８ページの給与費明細書については支給基準が一般会計職員と同

様でありますので、説明を省略させていただきます。

ページを飛びまして、１０１ページをお開きください。

令和６年度予定損益計算書について説明いたします。

こちらは、令和６年度決算見込みの数値です。

営業収益では、給水収益とその他の営業収益の合計は１億３２２４万７０００円、営業

費用の合計は１億７０００万２０００円となり、営業の収支は３７７５万５０００円の損

失となります。

営業外収益の合計は５２３２万２０００円、営業外費用の合計は１２４０万８０００円

となり、営業外の収支は３９９１万４０００円の利益となります。

この結果、令和６年度の収支については、営業収支と営業外収支を合わせました１８２

万４０００円が当年度純利益の予定額となり、当年度未処分利益剰余金も同額の１８２万

４０００円となる見込みでございます。

次の１０２ページをご覧ください。

令和６年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらも令和６年度決算見込みの数字です。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は１８億８５６４万３０００円、無形固

定資産は１４１万円で、固定資産の合計は１８億８７０５万３０００円、流動資産合計は

２億３７５４万４０００円で、資産合計は２１億２４５９万７０００円となります。

次に、１０３ページです。

負債の部では、固定負債合計１３億４４０２万４０００円、流動負債合計が７１７２万

７０００円、繰延収益合計は２億９２５５万６０００円で、負債合計は１７億８３０万７

０００円、資本の部では、資本金合計３億４５４８万５０００円、剰余金合計７０８０万

５０００円で、資本合計は４億１６２９万円、負債資本合計は２１億２４５９万７０００

円となり、資産合計と同額となります。

ページを戻りまして、９９ページをお開きください。

令和７年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらは、令和７年度決算見込みの数値です。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は１８億４８２４万６０００円、無形固

定資産は１４１万円で、固定資産の合計は１８億４９６５万６０００円、流動資産合計は

２億３６５９万１０００円で、資産合計は２０億８６２４万７０００円となります。

次に、１００ページをご覧ください。

負債の部では、固定負債合計１３億１９４２万７０００円、流動負債合計が５００４万

６０００円、繰延収益合計は３億８８万８０００円で、負債合計は１６億７０３６万１０

００円、資本の部では、資本費合計３億４５４８万５０００円、剰余金合計７０４０万１
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０００円で、資本合計は４億１５８８万６０００円、負債資本合計は２０億８６２４万７

０００円となり、資産合計と同額となります。

続いて、１０４ページをお開きください。

令和７年度予算説明資料について説明いたします。

目、節については簡略化して説明させていただきます。

収益的収入第１款水道事業収益２億１８７３万７０００円は２５７３万８０００円の増、

１項営業収益１億４４１２万６０００円は、１目給水収益として２７７万１０００円の増

で、特殊営業用使用料の増収を見込むものです。

２項営業外収益７４６１万１０００円は２３００万３０００円の増、２目他会計補助金

６３６９万８０００円は２２７５万５０００円の増です。

次に、１０５ページです。

収益的支出第１款水道事業費用２億１８７３万７０００万円は２５７３万８０００円の

増、１項営業費用２億１０６万５０００円は２８９７万４０００円の増、１目浄水及び配

水費５４３６万７０００円は３３３万６０００円の減、主な費用としまして、通信運搬費

１５６万円は水道事業区域の中央監視用の専用回線使用料、委託料３６８万２０００円は

各施設設備の点検委託料を計上、修繕費３５３万７０００円は水道事業区域で突発的に発

生する設備故障、漏水に対応する修繕費として３００万円、茶内配水池ＵＰＳバッテリー

交換修理で２６万７０００円、公用車の修理等で２７万円を計上、動力費３６０万円は水

道事業区域の配水池及びポンプ場の動力費を計上、使用料５０万８０００円は主に管路台

帳システム使用料によるもの、負担金３９３２万３０００円は地域水道運営負担金３５万

２０００円、かんがい排水事業運営負担金３８９７万１０００円で、併用施設経費のうち、

水道事業に係る経費を一般会計へ支出するため、負担金として計上させていただいたもの

であり、負担金の算出根拠といたしましては農業用水道事業、水道事業の令和５年度決算

値の供給割合にさせていただきました。

次に、１０６ページをお開きください。

２目総係費６７３２万円は１１８５万１０００円の増、給料２１４２万円は２４０９万

５０００円の減、手当１０７７万９０００円は５５万６０００円の減、法定福利費８９２

万円は３８万５０００円の減、委託料１９００万８０００円は１４９７万１０００円の増

で、内訳としましては、水道料金徴収委託料４０９万２０００円、水道事業会計消費税確

定申告業務等委託料３４万１０００円、水道ビジョン及び経営戦略改定版策定委託業務は、

総務省が公営企業のさらなる経営改革の推進を要請しており、当事業の経営戦略は令和７

年度中の改定が必要なことから、策定委託業務費として１４５７万５０００円を計上する

もの、賃借料６８万円は４０万７０００円の減で、主に検針用のハンディー機器借上料減

によるもの、負担金１１５万７０００円は９３万６０００の増で、主に道自治体情報シス

テム協議会負担金増によるもので、ｅＬ－ＱＲ対応の納入通知を作成するためのシステム

改修費用を計上、賞与引当金繰入額２８４万８０００円は２６万７０００円の減で、実績
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に伴い、令和８年度６月賞与に引き当てるものです。

次に、１０７ページです。

３目減価償却費６６５７万７０００円は８７７万円の増で、構築物が大きく７９５万８

０００円の増となっております。

４目資産減耗費１２８０万１０００円は１１６８万９０００円の増で、令和６年度完成

の霧多布配水本管の更新により、旧本管を撤去することから大きな減耗費用となっており

ます。

２項営業外費用１４６７万２０００円は３２３万６０００円の減、１目支払利息及び企

業債取扱諸費１３０６万７０００円は１０１万４０００円の減で、主に一時借入金利息１

６１万５０００円の減、２目消費税及び地方消費税２００万円の減は建設改良費減による

見込額で計上となります。

次に、１０８ページです。

資本的収入第１款資本的収入３４４１万２０００円は３億５３８５万５０００円の減、

１項１目企業債２４５９万２０００円は２億９１８０万８０００の減で、予算第５条で説

明のとおり、事業の財源として起債を予定しているもので、建設改良費の財源の一部です。

２項１目補助金５０２万７０００円は６２５８万１０００円の減、令和７年度事業とし

て霧多布配水支管耐震化更新工事実績設計委託業務２０１０万８０００円の４分の１補助

で防災・安全交付金の予定額です。

３項１目工事負担金４７９万３０００円は５３万４０００円の増で、水道メーター器更

新工事に伴う下水道事業負担金増によるものです。

資本的支出第１款資本的支出８９２５万８０００円は３億５６３１万４０００円の減、

１項建設改良費４６１７万９０００円は３億６１９０万７０００円の減、１目メーター費

１６４７万９０００円は３万７０００円の減、２目配水施設費２９７０万円は３億５４４

０万１０００の減で、今年度は霧多布配水支管耐震化更新工事実施設計委託業務を計上、

霧多布大橋、霧多布市街側を起点として、道道霧多布岬線から火防線、診療所付近までの

延長１０７４メートルの既設管を耐震管に更新する設計内容です。

２項１目企業債償還金４３０７万９０００円は５５９万３０００円の増となります。

今後の企業債償還計画につきましては議案関係資料２１をご参照ください。

以上、補足説明とさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） この際、暫時休憩します。

（休憩 午後 ０時００分）

（再開 午後 １時００分）

○議長（落合俊雄君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

これから議案第４０号の質疑を行います。

収支一括で行います。

５番川村義春議員。
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○５番（川村義春君） それでは、質問をさせていただきます。

１０４ページの収益的収入の給水収益についてです。

水道使用料の中で特殊営業用が２０件、２８７２万８０００円とあるのですが、特殊営

業用というのはどういう使われ方といいますか、企業なのか何なのか、その内容について

お答えをいただきたいと思います。

次に、１０６ページの収益的支出の２目総係費の１３節委託料についてです。

水道ビジョン及び経営戦略改定版策定委託業務１４５７万５０００円の皆増となってお

りますが、この委託内容についてお知らせをいただきたいと思います。

次に、１０７ページの４目資産減耗費の固定資産除却費１２８０万１０００円について

です。

構築物除却費と機械及び装置除却費がありますが、どういうものなのか、どういうもの

を除却するのか、お知らせください。

次に、１０８ページの資本的支出の建設改良費についてです。

２目配水施設費の委託料２９７０万円で、一つ目の霧多布配水支管耐震化更新工事実施

設計委託業務２０１０万８０００円は皆増で、その下の防災・安全交付金事業に係る費用

便益化算出委託業務９５９万２０００円ですが、この内容についてお知らせください。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） それでは初めに、１０４ページの給水収益の特殊営業用の

ご説明をいたします。

特殊営業用ですが、いろいろな業種があり、全体で２０業ぐらいありますので、全ては

申さず、一般的な業種を申し上げますと、洗濯業、清涼飲料業、水産加工業、乳業、畜産

加工業などが特殊営業用となります。

次に、１０６ページの委託料の水道ビジョン及び経営戦略改定版策定委託業務の内容に

ついてご説明を申し上げます。

まず、水道事業として、平成２９年度に平成３０年度から１０年間を計画期間とする経

営戦略自体を既に策定しております。ただ、令和４年度になりますけれども、１月２４日

総務省の通達によりまして、令和７年度までに経営戦略の改定の要請がありました。そこ

で、今回、委託業務を計上させていただいております。

どうして改定しなければならないかですが、公営企業のさらなる経営改革の推進、抜本

的な改革の推進を要請しておりまして、四つの取組が提唱されております。人口減少を加

味した料金収入の的確な反映、減価償却率や耐用年数等に基づく施設の老朽化を踏まえた

将来における所要の更新費用の的確な反映、物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、

動力費等の上昇傾向などによる的確な反映、この三つの取組を反映し、収支を維持する上

で必要な経営改革の検討を踏まえ、改定を実施する必要があるといったことが提唱されて

おります。

なお、この業務委託の期間は令和７年の５月から１１月までとしております。
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また、水道ビジョンというのは全体の計画なりまして、経営戦略の基になるものです。

現水道ビジョンは令和１９年度までを計画期間として策定しておりますが、今後の施設の

更新計画の見直しも踏まえ、水道ビジョンを見直し、策定しようといった考えでおります。

次に、１０７ページの資産減耗費、固定資産除却費についてです。

構築物の除却費１１９３万５０００円の内容についてです。先ほど補足説明でもご説明

させていただきましたとおり、今年度に霧多布配水本管の耐震化更新工事を実施しました

が、もともと入っておりました既設管の撤去が今回必要になっておりますので、その工事

費として計上させていただいております。

そして、機械及び装置の除却費ですが、毎年、メーター器の更新をしており、そのメー

ター器の除却費になります。

次に、１０８ページの資本的支出の１項建設改良費２目配水施設費の委託料の二つの委

託業務のご説明をいたします。

まず、霧多布配水支管耐震化更新工事実施設計委託業務の内容です。

設計箇所は、霧多布配水地から避難所等の重要給水施設への配水ルートを耐震管に更新

し、災害時でも水道水を供給できるようにすることを目的とし、今回、霧多布大橋手前か

ら浜中診療所付近までの配水管を耐震化更新する工事の実施設計で、業務期間は令和７年

５月から１２月までを予定しております。

業務内容としては、更新計画に基づいて非耐震管である既設管、管種はダクタイル鋳鉄

管ですけれども、Ａ形といった古い管種、そして、塩化ビニール管が入っております。口

径が２００ミリから１５０ミリ、延長が１０７４．３メートルで、これらの管を全て耐震

管である配水用ポリエチレン管に更新する設計です。

工事内容ですが、断水を生じさせない不断水工法を採用し、工事をするといった設計で

す。

次に、防災・安全交付金事業に係る費用便益化算出委託業務の内容です。

まず、費用便益比といった聞き慣れない言葉ですので、費用便益比とは何かからご説明

させていただきます。

費用便益比は、当事業が公共事業として進める水道施設の耐震化事業の実施に要する費

用、建設費や維持管理費等に対し、その事業の実施によって社会的に得られる便益、水道

施設更新や耐震化による効果、事故、災害で受ける被害の減少による人的、物的損失の減

少、環境の質の改善の大きさがどのくらいあるかを見るもので、その分析を数値化したも

のとなります。その公共事業の実施が社会的に望ましいかどうかを判断する際、費用便益

比を用います。事業をめぐる社会情勢、事業の進捗状況、新技術の活用、コスト縮減及び

代替案の立案の可能性などを踏まえ、費用対効果を分析するものでして、公共事業評価の

費用便益分析に関する技術指針、水道事業の費用対効果分析マニュアルなどを基準として

算出するものとされております。その基準によって算出された値をＢ／Ｃと言いますが、

その値が１．０以上の事業が公共事業の実施に値するものとされております。
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今回、費用便益比の算出が必要となった理由ですけれども、本町が進める水道施設の耐

震化事業は、当初は厚労省所管の生活基盤施設耐震化等交付金の事業でした。しかし、令

和６年度より、国交省の所管となる社会資本整備総合交付金の防災・安全交付金の事業に

切り替わりまして、社会資本整備総合交付金の交付要綱において、事業計画期間における

総事業費の合計が１０億円以上の事業については費用便益比算出の対象の事業となるとあ

りました。

本町では配水池の耐震化事業と配水管の更新事業の二つの事業をしておりますが、配水

池の耐震化事業が１０億円を超えるということで、その事業が対象になります。そういっ

たことから、今回、業務実績のあるコンサルにより算出する必要が出てきまして、今回、

９５９万２０００円を計上させていただきました。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １０４ページのことはほぼ理解したのですけれども、供給先で大

きな企業があれば教えていただきたいと思います。

次に、１０６ページの水道ビジョン及び経営戦略の改定委託業務です。

既に平成３０年から１０年間の計画は策定済みとのことですが、総務省から令和７年度

までに改定し、公営企業のさらなる経営の改善、経営改革を求める意味での戦略をつくっ

てもらいという要請があったということですね。令和７年５月から１１月までに策定する

と理解しましたが、それでよろしいかどうか、確認の意味でお答えをいただきたいと思い

ます。

次に、１０７ページの資産減耗費、構築物除却費についてですが、霧多布配水管の旧配

管の除却ということで押さえておきます。また、機械及び装置除却費についてもメーター

器の分だと理解させていただきました。

次に、１０８ページの霧多布配水支管耐震化更新工事実施設計についてです。

工期は５月から１２月とのことでした。そして、霧多布大橋手前から市街地の診療所前

までの管路について、１年間で更新するということで押さえておきたいと思います。違い

があれば、お知らせをいただきたいと思います。

次に、その下の防災・安全交付金事業に係る費用便益化算出委託業務の費用便益化につ

いてです。

公共事業の実施が望ましいのかどうかを判断する一つの方法だということでした。費用

対効果を算出し、この事業が本当に適正なのかどうかを判断する、厚労省から国交省に所

管が移ったので、その補助の対象になるかならないかを判断するための費用だということ

でした。これは全額企業債の対象になるということで押さえてよろしいですか。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） まず、給水収益の特殊営業用の主な供給先についてです。

まず、乳業について説明させてもらいましたけれども、タカナシ乳業がほぼ占めており

ます。新年度もタカナシ乳業の使用料が増大する見込みで、４７３万８０００円の増を見
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込んでいるところです。

次に、１０６ページの水道ビジョンと経営戦略のお話ですけれども、議員のおっしゃる

とおりです。

次に、１０７ページの除却費に関しても議員のおっしゃるとおりです。

次に、費用便益比の関係ですけれども、こちらは国庫補助等がございませんので、１０

０％、企業債を財源として業務委託をかけようかと思っております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １点だけです。

１０４ページはタカナシ乳業が大きな要因だと聞きました。４７３万８０００円が増え

ているわけですけれども、急増するというのは事業で使うということで急増するのでしょ

うけれども、その内容は把握していますか。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 給水収益、特殊営業用の関係でお答えいたします。

タカナシ乳業からは供給量を増やしてほしいといったことで相談を常に受けております。

生産量は毎年上がってきていると思いますが、恐らく今後も徐々に上がってくるのではな

いかと推測しております。私どもしてもできる限り多くの水道水を供給できるようにと考

えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第４０号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第４０号を採決します。

お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４０号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第８ 議案第４１号 令和７年度浜中町下水道事業会計予算

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第８、議案第４１号を議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

○町長（齊藤清隆君） 議案第４１号令和７年度浜中町下水道事業会計予算について、提
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案の理由をご説明申し上げます。

予算第３条収益的収入及び支出の予算総額は、収入支出それぞれ４億２５７万６０００

円としております。

収益的収入では、１款下水道事業収益１項営業収益は使用料など６１３７万３０００円、

２項営業外収益は他会計補助金長期前受金戻入益など３億４１２０万３０００円を計上し

ております。

収益的支出では、１款下水道事業費用１項営業費用３億７８３２万７０００円は施設維

持管理費用と人件費など、２項営業外費用２３７４万９０００円は企業債利息と消費税及

び地方消費税など、３項予備費は５０万円を計上しております。

次に、予算第４条資本的収入及び支出ですが、資本的収入では、１款資本的収入１項企

業債は霧多布クリーンセンターストックマネジメント事業改築工事、漁業集落排水施設機

能保全工事及び資本費平準化に伴う下水道事業債として１億８２６万円、２項国庫補助金

は３４９０万円、３項受益者分担金は５２万５０００円を計上しております。

資本的支出では、１款資本的支出１項建設改良費は、霧多布クリーンセンターストック

マネジメント事業改築工事、漁業集落排水施設機能保全工事及び浜中町下水道ストックマ

ネジメント修繕改築計画、管路調査委託等で８６８９万３０００円、２項企業債償還金は

１億６３０３万１０００円の計上となっております。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億６２３万９０００円は、過年度分損

益勘定留保資金４４５８万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７９０万

２０００円、企業債１３０万円、当年度分損益勘定留保資金５２４５万７０００円で補塡

するものとしております。

以上、提案の理由をご説明しましたが、詳細につきましては上下水道課長より説明させ

ますので、よろしくご審議くださいますようお願い申し上げます。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） 予算書の１０９ページをお開きください。

議案番号を４１と、１１１ページの提出日を５日と記入してください。

それでは、令和７年度浜中町水道事業会計予算について補足説明を申し上げます。

第１条では、令和７年度浜中町の水道事業会計の予算は次に定めるところによるとして

おります。

第２条は、業務の予定量であります。

１の特定環境保全公共下水道の接続戸数９１２戸、年間処理水量１９万立米、１日平均

処理水量５２０立米、２の農業集落排水事業の接続数５１４戸、年間処理水量８万立米、

１日平均処理水量２１９立米、３の漁業集落排水事業の接続戸数１３３戸、年間処理水量

３万立米、１日平均処理水量８２立米で、各事業の主な建設改良事業は予算説明書で後ほ

ど説明させていただきます。

第３条では収益的収入及び支出の予定額を定めており、営業費用中、負担金１３３万７
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０００円の財源に充てるため、企業債１３０万円を借り入れるものとし、収入第１款下水

道事業収益４億２５７万６０００円、第１項営業収益６１３７万３０００円、第２項営業

外収益３億４１２０万３０００円、支出第１款下水道事業費用４億２５７万６０００円、

第１項営業費用３億７８３２万７０００円、第２項営業外費用２３７４万９０００円、第

３項予備費５０万円を計上しております。

次に、１１０ページをお開きください。

第４条では資本的収入及び支出の予定額を定めており、資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額１億６２３万９０００円は過年度分損益勘定留保資金４４５８万円、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７９０万２０００円、企業債１３０万円、当

年度分損益勘定留保資金５２４５万７０００円で補塡するものとし、収入第１款資本的収

入を１億４３６８万５０００円とし、第１項企業債１億８２６万円、第２項国庫補助金３

４９０万円、第３項受益者分担金５２万５０００円を計上、支出第１款資本的支出は２億

４９９２万４０００円とし、第１項建設改良費８６８９万３０００円、第２項企業債償還

金１億６３０３万１０００円を計上しております。

第５条では、企業債で公営企業会計システムに係る費用に充てるものとして、公営企業

会計適用債１３０万円、資本費平準化債として７４３０万円、内訳は特定環境保全公共下

水道事業５９３０万円、農業集落排水事業１２４０万円、漁業集落排水事業２６０万円、

令和７年度に実施予定であります霧多布クリーンセンターストックマネジメント事業改築

工事８１６万円、漁業集落排水事業機能保全工事２５８０万円で、これらの事業における

企業債の限度額を総額１億９５６万円に定めようとするものであります。

第６条では一時借入金限度額を５４３６０万円に定め、第７条では議会の議決を経なけ

れば流用することができない経費として職員給与費１４２５万６０００円を計上するもの

です。

次に、１１１ページです。

第８条では、他会計からの補助金、一般会計からの補助を受ける金額は２億１７７６万

４０００円に定めようとするものであります。

次に、１１３ページをお開きください。

令和７年度予算実施計画の内訳につきましては１２６ページ以降の予算説明書で説明さ

せていただきますので、省略させていただきます。

１１５ページをお開きください。

令和７年度予定キャッシュ・フロー計算書について説明いたします。

１の業務活動によるキャッシュ・フロー合計は１億６６０万円の増加、２の投資活動に

よるキャッシュ・フロー合計は５１４６万８０００円の減少、３の財務活動によるキャッ

シュ・フロー合計は５３４７万１０００円の減少、全てのキャッシュ・フロー合計で１６

６万１０００の増加となり、令和７年度資金期首残高４０７１万３０００円と合わせ、令

和７年度資金期末残高は４２３７万４０００円となる見込みです。
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次の１１６ページから１２０ページの諸給与費明細書については支給基準が一般会計職

員と同様でありますので、説明を省略させていただきます。

ページを飛びまして、１２３ページをお開きください。

令和６年度予定損益計算書について説明いたします。

こちらは、令和６年度決算見込みの数値です。

営業収益の合計は５６４７万９０００円、営業費用の合計は３億５４９５万１０００円

となり、営業収支は２億９８４７万２０００円の損失となります。

営業外収益の合計は３億２７６９万１０００円、営業外費用の合計は２３６６万５００

０円となり、営業外収支は３億４０２万６０００円の利益となります。

この結果、令和６年度の収支については５５５万４０００円が当年度純利益の予定額と

なり、未処分利益剰余金は前年度繰越利益剰余金９３７万３０００円を合わせました１４

９２万７０００円となる見込みです。

次の１２４ページをお開きください。

令和６年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらも、令和６年度決算見込みの数値です。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は６４億５６８７万６０００円、無形固

定資産は１４万４０００円で、固定資産の合計は６４億５７０２万円、流動資産合計は６

７１４万円で、資産合計は６５億２４１６万円となります。

次に、１２５ページです。

負債の部では、固定負債合計１１億７８８９万２０００円、流動負債合計が１億６９１

８万６０００円、繰延収益合計は３６億２９１万３０００円で、負債合計は４９億５０９

９万１０００円、資本の部では、資本金合計１５億５８２４万２０００円、剰余金合計１

４９２万７０００円で、資本合計は１５億７３１６万９０００円、負債資本合計は６５億

２４１６万円となり、資産合計と同額となります。

ページを戻りまして、１２１ページをお開きください。

令和７年度予定貸借対照表について説明いたします。

こちらは、令和７年度決算見込みの数値です。

資産の部では、固定資産、有形固定資産の合計は６３億１５４７万５０００円、無形固

定資産は１４万４０００円で、固定資産の合計は６３億１５６１万９０００円、流動資産

合計は７６１３万３０００円で、資産合計は６３億９１７５万２０００円となります。

次に、１２２ページをお開きください。

負債の部では、固定負債合計１１億２６６７万６０００円、流動負債合計が１億６７９

９万３０００円、繰延収益合計は３５億１６２１万９０００円で、負債合計は４８億１０

８８万８０００円、資本の部では、資本金合計は１５億５８２４万２０００円、剰余合計

は２２６２万２０００円で、資本合計は１０億８０８６万４０００円、負債資本合計は６

３億９１７５万２０００円となり、資産合計と同額となります。
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続いて、１２６ページをお開きください。

令和７年度予算説明書について説明いたします。

目、節については令和６年度比較で増減の大きなものを説明させていただきます。

収益的収入１款下水道事業収益４億２５７万６０００円は５４１万１０００円の増、１

項営業収益１目使用料６１３２万３０００円は７５万円の減、２項営業外収益３億４１２

０万３０００円は６１６万１０００円の増、２目他会計補助金２億１７７６万４０００円

は１４７２万円の増、３目長期前受金戻入益１億２２１１万９０００円は８６６万８００

０円の減で、農業集落排水事業で一部資産の減価償却費が減ったことが減額要因となって

おります。

４目公営企業会計適用債１３０万円は１０万円の増で、公営企業会計システム保守及び

使用料に充てるものとなっております。

次に、１２７ページです。

資本的支出１款下水道事業費用４億２５７万６０００円は５４１万１０００円の増、１

項営業費用３億７８３２万７０００円は７３２万７０００円の増、１目管渠費３０７３万

１０００円は２６万１０００円の減、主な費用としまして、通信運搬費１２５万８０００

円は２１万６０００円の増で、漁業集落排水施設機能保全工事で設置される計測機器の通

信費増によるもの、修繕料１２８０万１０００円は１２０万２０００円の減で、主に霧多

布マンホールポンプ所汚水ポンプ及び管渠の修繕費を計上、動力費８７７万４０００円は

５９万５０００円の増、２目処理場費９５２４万６０００円は７６０万５０００円の増、

主な費用としまして、委託料６５１６万円は６７６万７０００円の増で、主にクリーンセ

ンター運転管理委託料の労務単価上昇によるもの、修繕料３５５万１０００円は２４７万

２０００円の増で、主に茶内クリーンセンターの計測機器の修繕費を計上、動力費１４９

５万８０００円は１７６万７０００円の減、３目総係費３１８５万３０００円は１４８３

万７０００円の増、給料７２０万７０００円は３６万８０００円の増、手当３２０万９０

００円は４９万９０００円の増となります。

次に、１２８ページをお開きください。

委託料８９３万２０００円は８５９万１０００円の増で、下水道ビジョン及び経営戦略

改定版策定支援業務委託によるもの、負担金７１２万７０００円は５３６万１０００円の

増で、主に管理職給与及び法定福利費の５０％を負担金として水道事業会計に支出するも

の、４目減価償却費２億２０２１万６０００円は１４８８万８０００円の減で、農業集落

排水事業の処理場用建物が２６３万５０００円の減、処理場用電気設備が３５８万２００

０円の減、ポンプ所用機械設備が１５５万２０００円の減となり、主な減額要因となって

おります。

次に、１２９ページです。

２項営業外費用２３７４万９０００は１９１万６０００円の減、１目支払利息及び企業

債取扱諸費２１７４万９０００円は１９７万６０００円の減で企業債利子の減によるもの、
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２目消費税及び地方消費税２００万円は令和７年度分の消費税予定額を計上しております。

次に、１３０ページです。

資本的収入１款資本的収入１億４３６８万５０００円は１９４６万５０００円の増、１

項企業債１目建設改良企業債１億８２６万円は８４６万円の増で、予算第５条で説明のと

おり、事業の財源として起債を予定しているもので、建設改良費の財源の一部です。

２項１目国庫補助金３４９０万円は１１１０万円の増で、社会資本整備総合交付金事業

である霧多布クリーンセンターストックマネジメント事業改築工事及び下水道ストックマ

ネジメント修繕改築計画管路調査委託並びに漁村整備事業である漁業集落排水施設機能保

全工事の補助金予定額でございます。

次に、１３１ページです。

資本的支出１款資本的支出２億４９９２万４０００円は３３１２万８０００円の増、１

項建設改良費１目下水道事業整備費８６６６万円は２６２６万４０００円の増、工事請負

費７１４６万円は３４７６万円の増で、汚水管渠工事として、各事業区域の公共ます新規

設置工事が９２０万円、霧多布クリーンセンターストックマネジメント事業改築工事が１

４９６万円、漁業集落排水施設機能保全工事が４７３０万円の計上となっております。

委託料１５２０万円は８４９万６０００円の減で、下水道事業単価策定業務委託料が２

００万円、下水道ストックマネジメント修繕改築計画管路調査が８２０万円、特定環境保

全公共下水道事業計画変更策定が５００万円の計上となっております。

１項２目工具・器具及び備品２３万３０００円は皆増で、受益者分担金システム用のノ

ートパソコンを購入するものとなっております。

２項１目企業債償還金１億６３０３万１０００円は６６３万１０００円の増、今後の企

業債償還計画につきましては議案関係書類の資料２２を参照してください。

次に、１３２ページです。

注記表です。

セグメント情報に関する注記です。

こちらのセグメント情報とは、売上げ、損益その他の財務情報を事業の種類別に区分し、

開示する情報です。

（１）の報告セグメントの概要としまして、当会計は、特定環境保全公共下水道事業、

農業集落排水事業、漁業集落排水事業の３事業を運営しており、事業区分、事業概要は表

のとおりです。

（２）の報告セグメントの営業収益等は、３事業の令和７年度決算見込みの予定損益計

算書及び予定貸借対照表の数値を簡略化して報告するものです。３事業を合わせた合計で

は、営業収益５５７９万８０００円、営業費用３億６６２５万７０００円、営業損失マイ

ナス３億１０４５万９０００円、経常利益７６９万５０００円、資産６３億９１７５万２

０００円、負債４８億１０８８万８０００円、その他の項目で、他会計補助金２億１７７

６万４０００円、減価償却費２億２０２１万６０００円、固定資産増加額７８９９万１０
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００円となっております。

以上、補足説明とさせていただきます。

○議長（落合俊雄君） これから議案第４１号の質疑を行います。

収支一括で行います。

５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） 大変重要な予算がご提案されておりますが、聞かなければ分かり

ません。担当課長には申し訳ないのですが、伺いますので、お答えをいただきたいと思い

ます。

１２７ページの収益的支出の１目管渠費の修繕料１２８０万１０００円についてです。

前年度より１２０万２０００円の減になっておりますが、説明では霧多布のマンホール

などの修理ということでありました。

最近の社会情勢として、マンホールの下にある水道管なり下水管なりが破裂して大きな

事故が起きているということがあって、一般質問でもありました。今回、１２８０万１０

００円と、前年度よりは少ないですけれども、こうやって予算を毎年度計上することは大

事なことかなと思っております。

その上で、マンホールの個数について説明をいただきたいと思います。

次に、２目処理場費の修繕料３５５万１０００円についてです。

クリーンセンター修繕料ということで、２４７万２０００円の増です。説明では茶内と

いうふうに聞こえたのですけれども、どこの場所なのか、どういう内容なのか、お知らせ

をいただきたいと思います。

次に、１２８ページの３目総係費の委託料８５９万１０００円の皆増についてです。

これは水道会計の委託料と同じ内容ですか。同じ内容であれば結構ですが、それだけ聞

かせてください。

次に、１３１ページの資本的支出の下水道事業整備費の工事請負費の霧多布クリーンセ

ンターストックマネジメント事業改築工事１４９６万円の皆増についてです。

事業調によりますと更新工事という説明だけだったので、もうちょっと詳しく説明をい

ただきたいです。

次に、漁業集落排水施設機能保全工事４７３０万円についてです。

前年度もありまして、１９８０万円の増ということですが、事業調でいきますと施設の

更新工事という内容でした。これについてもう少し詳しい内容についてお知らせをいただ

きたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） ご質問にお答えします。

１２７ページの営業費用の管渠費の修繕料１２０８万１０００円の内訳をご説明いたし

ます。

まず、マンホールの個数ですけれども、全体で言いますと、本線のマンホールと公共ま
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す全てを含めて３１８０個あります。そのうち、今回の修繕については、見込みになって

きますが、まず、汚水ますの高さ調整ということで、特定環境、いわゆる特環で２０６万

８０００円、農業集落排水事業の区域でも同様の２０６万８０００円、漁業集落排水事業

の区域で１２５万４０００円の見込み計上としております。

次に、主な修繕の内容ですが、霧多布マンホールポンプ所のポンプ修繕が５８６万８０

００円です。また、管路の修繕で、今年度の漏水点検により３か所ほどで少量の漏水が発

見されておりますので、３か所の修繕で１３５万６０００円の計上です。そして、漁業集

落排水事業の真空弁の修繕を見込みで計上しており、１８万７０００円となります。

次に、クリーンセンターの修繕料です。

主な修繕内容ですが、溶存酸素計の修繕が大きく、２５４万１０００円、特環の地区で

緊急時の修繕見込み計上で５０万円、農業集落排水事業で１１万円、漁業集落排水で４０

万円を計上しております。

次に、１２８ページの総係費の委託料の下水道ビジョン及び経営戦略改定版策定支援業

務委託料ですけれども、こちらは水道の予算と同じです。総務省からの通達で、令和７年

度中に戦略を改定しなければならず、今回、委託することで計上をさせていただいており

ます。

次に、１３１ページの資本的支出の建設改良費、下水道事業整備費の工事請負費ですが、

霧多布クリーンセンターストックマネジメント事業改築工事の先に内容を説明させていた

だきます。

令和５年度中に策定しましたストックマネジメント計画に基づいた施設の長寿命化を図

るもので、今回、工事を予定しておりまして、工事の内容としては霧多布クリーンセンタ

ー管理棟のドアの修繕と汚泥棟のドア、汚泥棟の電動シャッターの更新の３点となります。

工期はまだ確定しておりませんけれども、早い時期の５月か６月に発注し、１２月ぐら

いまでの工期としたいと考えております。

次に、漁業集落排水施設機能保全工事の内容です。

令和元年度に策定した機能保全計画で、こちらは令和４年度から令和１２年度までの計

画期間ですけれども、この計画に基づいて施設の長寿命化を図るものです。令和７年度の

工事内容としては、火散布・藻散布地区の真空ユニットの警報装置の更新で、５年度と６

年度に継続して更新しておりまして、同じような工事内容となります。

こちらも６月までには発注します。こちらは年度内ぎりぎりになるかもしれませんけれ

ども、年度内中には完了させたいと考えております。

○議長（落合俊雄君） ５番川村義春議員。

○５番（川村義春君） １２７ページの管渠費の修繕料についてです。

これは金額で決めているのですね。例えば、霧多布のマンホール５６８万８０００円と

いう金額がありましたけれども、これを算定したときにどこどこのマンホールということ

が出なかったのですか。何か所かということを聞いておきたいなと思ったのです。霧多布
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地区にはマンホールが何個あって、そのうちの何個を今回見ますといったほうが分かりい

いと思うのです。それができないとすれば結構ですけれども、今後の課題にしていただけ

ればと思います。

次に、その下のクリーンセンターの修繕料については分かりました。

次に、１２８ページの委託料については水道会計の委託料と同じ内容ということで理解

をいたしました。

次に、１３１ページの資本的支出の下水道事業整備費の霧多布クリーンセンターストッ

クマネジメントの関係です。

令和５年度に策定した計画に基づき、管理棟のドア、汚泥棟のドア、シャッターの修理、

それを５月から６月中に発注したいというような内容だったと思いますが、間違いないか

確認をしておきたいと思います。

次に、漁業集落排水の減ですけれども、令和元年度に作成した計画に基づき、令和４年

度から令和１２年度までの計画に基づいて長寿命化を図るもの、散布のクリーンセンター

に関わるものであり、６月中に発注したいとのことでした。ただ、５年度に実施したもの

と同じ内容だというような説明だったような気がしますが、もう一度、それについてお答

えをいただきたいと思います。

○議長（落合俊雄君） 上下水道課長。

○上下水道課長（南秀幸君） １２７ページの管渠費の修繕の関係です。

マンホールを修繕する個数はということでした。先ほど金額だけをお伝えしましたので、

見込み計上で何か所かということでお答えしたいと思います。

特環地区で４か所、農業集落排水事業で同じく４か所、漁業集落排水事業で２か所を見

ております。（発言する者あり）霧多布の地区です。特定環境の地区でいったら４か所で

す。農業集落排水が４か所で、漁業が２か所です。

次に、１３１ページの工事請負費の関係です。

霧多布の改築工事の内容ですが、委員のおっしゃるとおりです。

次に、漁業集落排水施設機能保全工事についてです。

こちらは令和５年度と同じということではなく、令和５年度から引き続いて工事をする

ということです。工事内容は同じなのですけれども、更新する個数などが変わってきまし

て、３か年計画で工事を進めるうちの７年度の工事分となります。

○議長（落合俊雄君） ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） これで質疑を終わります。

これから議案第４１号の討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 討論なしと認めます。

これから議案第４１号を採決します。
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お諮りします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第４１号は原案のとおり可決されました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日程第９ 閉会中の継続調査の申出について

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） 日程第９、閉会中の継続調査の申出についてを議題とします。

各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から、目下委員会において調査中の事件

について、会議規則第７５条の規定によって、お手元にお配りした申出書のとおり、閉会

中の継続調査の申出がありました。

お諮りします。

各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

閉 会 宣 告

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（落合俊雄君） お諮りします。

本定例会に付議された案件の審議は全部終了しました。

したがって、会議規則第７条の規定により閉会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（落合俊雄君） 異議なしと認めます。

したがって、本定例会は閉会することに決定しました。

これをもって令和７年第１回浜中町議会定例会を閉会いたします。

（閉会 午後 ２時０４分）


